
本教育研修プログラムは、一般社団法人日本能率協会 審査登録センターの第三者審査登録活動とは峻別された独立した活動です。
お問い合わせ先：ISO研修事業部　isoweb@jma.or.jp

検　索検　索JMA100431申込・
セミナー詳細は

■ プログラム
【1日目】ISO22000 編 【2日目】ISO22002-100  及び  ISO22002-1 編

【1日目】 10:00～17:00（昼休み 12:30～13:30）/【2日目】 9:00～17:00（昼休み 12:00～13:00）

※プログラム変更される場合があります。あらかじめご了承ください。

受講対象 ・FSSC22000の認証取得に向けて準備中・ご検討中・構築中の担当者
・ISO22002-1、-100要求項目に対して、現場でどの程度のレベルまで対応すべきかを悩んでいる担当者
・FSSC22000認証取得に向けて、具体的にどのように取り組めばよいのかが分からない担当者
・食品安全・衛生管理のレベルを強化したいと考えている担当者
・コンサルタントの力を借りずに自力でFSSC22000認証を考えている企業の推進担当者
・FSSC22000内部監査員（候補）の方、二者監査の担当者の方

FSSC22000 規格解説・
システム構築シリーズ

1 ISO22000規格の成り立ちと特徴
・ISO22000とFSSC22000
・食品安全マネジメントシステムとHACCP
・ISO22000の全体像

2 ISO22000規格要求事項の解説と
システム構築のための具体的対応

・箇条4 組織の状況
・箇条5 リーダーシップ
・箇条6 計画
・箇条7 支援
・箇条8 運用
・箇条9 パフォーマンス評価
・箇条10 改善

3 システム構築のポイント
（ISO22000）

・規格が要求している“文書化した情報”
・ギャップ分析とその活用方法
・システム構築の参考情報
 

4 質疑応答

◆ FSSC22000の全体像及び規格要求事項を理解する。
◆ 要求事項に対して、具体的に何をすべきか、どの程度まで取り組めばよいのかを学ぶ。
◆ FSSC22000、ISO22000を効果的に運用するためのポイントを学ぶ。

ねらい

講　師 宇野 由華 氏
FSアシスト 代表
一般社団法人日本能率協会
FSMS主任講師

2026年  8月24日（月）～25日（火）
2026年10月13日（火）～14日（水）
2026年12月  3日（木）～  4日（金）
2027年  2月  8日（月）～  9日（火）

開催日時

各回とも
【1日目】 10：00～17：00
【2日目】   9：00～17：00

東京会場

東京会場

オンライン

オンライン

参加料（税込）
日本能率協会法人会員

JMAでISO審査を受けている企業
上記会員外

※参加料にはテキスト（資料）費が含まれています。　※昼食の提供はございません。（各自でご用意ください）
※法人会員ご入会の有無につきましては右記URLにてご確認ください。　https://www.jma.or.jp/membership/
※お申込みページ内参加申込規定を確認・同意のうえお申込みください。

【2日間連続参加】

79,200円/1名
79,200円/1名
91,300円/1名

【1日目または2日目のみの1日参加】

41,800円/1名
41,800円/1名
47,300円/1名

1 FSSC22000スキームの成り立ちと特徴
・GFSIによる認証プログラムの承認　　・FSSC22000認証基準の構造
・規格改訂による主な変更点

2 ISO22002-100及びISO22002-1の規格要求事項の解説と
システム構築のための具体的対応

・箇条4 建物の構造及び配置　　　　　　・箇条5 施設並びに作業場の設計及び配置
・箇条6 ユーティリティー　　　　　　　・箇条7 ペストコントロール
・箇条8 廃棄物、食品ロス及び廃棄物の管理、再生利用
・箇条9 装置の適切性及び保守　　　　　・箇条10 購入材料の管理（マネジメント）
・箇条11 倉庫を含む保管及び輸送　　 　・箇条12 汚染の予防手段
・箇条13 清掃・洗浄及び消毒　　　　 　・箇条14 人々の衛生及び従業員のための施設用設備
・箇条15 製品情報及び消費者向け情報
・箇条16 食品防御及び食品偽装　　　    ・箇条17 手直し品

3 FSSC22000 追加要求事項の解説とシステム構築のための具体的対応
・箇条2.5.1 サービスと購入資材の管理　・箇条2.5.2 製品のラベリング及び印刷物
・箇条2.5.3 食品防御　　　　　　　　　・箇条2.5.4 食品偽装の軽減
・箇条2.5.5 ロゴの使用　　　　　　　　・箇条2.5.6 アレルゲンの管理
・箇条2.5.7 環境モニタリング　　　　　・箇条2.5.8 食品の安全と品質の文化
・箇条2.5.9 品質管理　　　　　　　　　・箇条2.5.10 輸送、保管及び倉庫
・箇条2.5.11 ハザード管理及び交差汚染防止手段
・箇条2.5.12 PRP検証　　　　　　　　・箇条2.5.13 製品設計及び開発
・箇条2.5.14 トレーサビリティ　　　　 ・箇条2.5.15 設備管理
・箇条2.5.16 食品ロス及び廃棄物　　　 ・箇条2.5.17 コミュニケーションの要求事項
・箇条2.5.18 多サイト認証を行う組織での要求事項

※スキーム解釈文書、利害関係者委員会（BoS）決議リスト、ガイダンス文書の説明を含む

4 システム構築のポイント
（ISO22002-100、ISO22002-1、FSSC22000追加要求事項）

・規格が要求している“文書化した情報”　　・ギャップ分析とその活用方法
・システム構築の参考情報

5 FSSC22000審査における注意点
6 質疑応答

FSSC22000（Ver.7）対応版

2日間コース  選択受講可（ISO22000編、ISO22002-100 及び ISO22002-1編）


